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篠　田　真紀子

は じめ に …

「神 の 賜物 と招 きとは取 り消 され ない もの な の で す 。 」ロ
ー

マ 11 ：29

　今回 ， 私が発題者 の
一

人 として 選 ばれ た の は
， 結 婚 ， 出産 ， 子育て を しなが

らの 伝道牧会 に つ い て 語 っ て 欲 しい とい うこ とだ と思 い ます 。 けれ ど も ， それ

は ほ とん ど苦労話 に な っ て しま うだ ろ うし
， 今回 はその 時 間 も与 え られ て い ま

せ ん 。 そ こで
，

一
つ の こ とだ け を 申 し上 げ ます 。 そ れ は 自分 が ， 神 の 召命 を受

けて 伝道 者 と され た とい う確信 を どこ まで 持 ち続 け られ る か ，
た だ こ の

一
点で

す。 もっ と正 し く表現す る な らば
，

そ れ は
， 神 が

，
どん な状 況 を も超 えた とこ

ろ におい て
， 私 を伝道者 と して 召す故 に

， 私 は 今 ， 牧師で あ る
，

とい うこ とに

な ります 。 そ れ は また
，

上 記 の 御 言葉が 示 して い る こ とな の で す 。

　こ の 御言葉は
， 牧師 と して 自 ら挫折す る こ とを考え て い た 時 に

， 偶然 （神に

とっ て は必然 ）， 礼拝 出席 くだ さ っ た 東神大の 同級 生 の 父上 （牧師） よ り頂い

た聖 句で す 。 私 は
， 神 の 「主 語性」 （1 ヨ ハ ネ 4 ：1 

，
ヨ ハ ネ15 ：16な ど） を

発見 した こ とか ら
， 伝道者へ の 召 しを受 けま した 。 こ の 御 言葉 は その こ とを私

に思 い 起 こ させ て くれ た の で す 。 召命は
，

ど こ まで 行 っ て も自分 自身か ら出て

くる もの で も， 保持 して い る もの で もない とい うこ と を改 め て 知 らされ た の で

す 。

　今か ら述べ る こ とは
， 「わ た しの 伝道論」で は あ りませ ん 。 私 は

， 未 だ 自分
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が
，

どん な伝道論 を も っ て い る か さ え
，

よ くわか らない の で す 。 た だ
，

こ れ ま

で 歩ん で きた 中で経験 した 出来事 を振 り返 りつ つ
，

どの よ うに して
， 日々 伝 道

へ と押 し出 され て きたか
， 語 る こ とへ と押 し出 されて きたか ，

とい う 「わ た し

の 伝道実践報告」 で す 。

1　 献身と恋愛 と結婚

　  相手の 問題

　神学校生 活の 中で も
，

恋多 き者で あ っ たか と思 い ます 。 しか し
， 私 を伝道者

に して くれ る 人 は
， なか なか い ませ んで した 。 私は

， 独 りで 伝道者 と して立 つ

事に不 安 を覚 え ， 自信 もあ りませ ん で した 。 何 よ り ， 罪 を犯す こ と に なる の で

は ない か
，

とい うこ とが一
番心配 で した 。 だか ら

， 伝道者 とな る ため に結婚す

る こ と ＝ パ ー トナ
ー を与え られ る こ とを主 に 願 い ま した 。 私は

， 結婚は 神の 秘

儀で ある と信 じて い ます 。 召 して くだ さ っ た方 は ， その 召 しの た め の 必要 を必

ず満 た して くだ さる 方で あ る か らで す 。

　そ れ で も， 結婚す る相手は 他人 で す。 キ リス ト者 で あ っ て も， 育 っ た教会 ，

見て 聞い て経験 して きた信 仰生 活 は 全 く違 うの で す 。 結 婚す る 前 ，
また結婚後

早い うちに ， お互 い の 教 会観 ， 牧師像 ， 牧師夫人像 ，
互 い に どの よ うな役割 を

担い 合うの か ， 何 を期待 し
， 何 を委ね あ うの か な どを具体的に語 り合 っ てお い

た ほ うが 良い で し ょ う （自らの 失敗か らの 助 言で す ）。 目指す 所 が
一

致すれ ば
，

こ れ 以上 心強 い パ ー
トナ

ー
は他 に い ませ ん 。

　  何の た め の 結婚か

　恋 は盲 目で す 。 特 に女性 は愛す る 人 の こ とを思 うと
，

そ の 他 は ど うで も よ く

な るの で は な い で し ょ うか ？しか し
，

主 に召 され た者 は
， 自分が

“

誰 に 献身 し

た の か
”

を忘れ て は な りませ ん 。 そ して 結婚するか らに は
，

パ ー トナー と共に ，

“
誰 に 献身した の か

”
を忘れて は な りませ ん 。

　い ずれ にせ よ
， 普通 の 女性 が す る よ うに

， 夫 に 尽 くす こ とは で きませ ん 。 そ

れ は
， 結婚生 活の 上 で

， 夫婦が 共 に 乗 り越 えなけ れ ば な らない 最 初の 壁で ある
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と思 い ます 。

　  　家族の 恵 み

　こ れ まで に も， 逃 げ 出 した い こ と
， 辞 め た くな る こ とは 多々 あ りま した 。 し

か し ， そ れ を踏み 留 ま らせ る 支 え の
一
つ と して 家族が あ ります 。 本 来 な らば ，

伝道の 苦 しみ も喜び も共に で きる… と言い た い 所で すが
， 私の 場合 ，

ま だそ こ

まで は い きませ ん 。 しか し ， 家族 は
， 確実 に

， 私 の 伝道の 範囲を広げ て い ます 。

夫 ， 子 ど も ， 犬 ， それ ぞ れ の 関係 を通 して 出会い が あ ります 。 出会 い があ る と

こ ろ に は
， 必 ず伝道の チ ャ ン ス があ るの で す 。 だか ら

， 家事や 育児や その 他わ

ず らわ しい こ とを負わ なければ な らない に もか か わ らず ， 家族 は 一
人 で も多い

ほ うが よい と思 っ て い ます 。

ll 説教 と牧会

  現場の 声 ， 現場の 言葉

　赴任 して まず感 じる こ とは
， 信徒 と牧師の 間の ギ ャ ッ プで す 。 神学校 卒業 し

て す ぐの 頃 ， 語 りた い こ とは 沢 山あ りました 。 しか し， こ れ こ そ福 音 ！　 こ れ

こ そ真理 ！　 と思 っ て懸命 に語 っ て も， 何か 空回 りで 伝わ ら ない の で す 。 それ

は
， 信徒に 聞 く耳が ない の で は な く， 自分 自身が ， 遣 わ され た教会 に属す る者

とな っ て い な か っ た の で す 。 神学校で 学 ん だ 知識 ， 聞 い た 言葉 ， そ れ らがそ の

まま生か せ る ほ ど
， 伝道は 簡単で は あ りませ ん 。

一
日 も早 く， 生活 の 座 ， 思考

思索の 座 をキ ャ ンパ ス で はな く， また母教 会で は な く， 遣 わ され た 教会に 引越

しで きる か ， そ れ が伝道 の 歯車が か み 合 い 動 き出す カ ギ の よ うに思 い ます 。

　また若い 牧師 （私は赴任当時27歳） を訪ね
， 悩 み や 相談 ，

話 を しに くる 高齢

の 信徒は まずい ませ ん 。 自分か ら訪ねる の で す 1　 そ して 彼 らの 生活の 場 か ら
，

生 の 声， そ こ で の 「うめ き」 を聞 くの で す 。 そ うす れ ば必 ず ， そ こ か ら語 る べ

き御言葉が 響い て きます。

　  で きる こ ととで きない こ と〜女性 らしさ を賢 く用い る 〜

　こ こ で 言う 「女性 ら し さ」 とは
， 容姿や ， 言動 ，

立 ち振 る舞い の こ とで はあ

りませ ん 。 神が
， 女性 に最初か ら ， しか も特別 に備 えて くだ さ っ て い る 様 々 な
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恵み の こ とで す 。 もちろ ん
， 子 ど もを宿す こ とが で きる こ と もそ の 恵 み の

一
つ

で すが
，

そ れ に 付随 して
， 例 えば

， 環境 に 順応 しや すい 基本的な 肉体の 強 さ
，

二 つ
，

三 つ の こ とを同時に 考えた り， 行 っ た りで きる 才能… こ うい う賜 物は
，

神が 女性 に特有 な もの と して ，最初か ら備 えて くだ さ っ て い る 宝 で す 。 こ れ を

大 い に
，

そ して 賢 く用 い る の で す。

　   台所の 神学 〜 な が ら黙想 〜

　  で 記 した 賜物 を活用 し
， 何 を して い る 時に も説教黙想 がで きる こ とは ， 女

性 教職 の 特権だ と思 い ます 。 結婚生 活 は
， 卜人十色 で す 。 そ して 伝道牧会 も教

会 に よ っ て そ れ ぞ れ で す 。 説教黙想 の ス タ イル は
，

こ れ ！とい う
一

つ の お 手本

の よ うな もの は 存在 しな い と思 っ た ほ うが よい で し ょ う。 そ れ は 置か れ た生活

の 座 に お い て ， 自分で 確立 し なけれ ば な ら ない もの な の で す 。 当然 ， 仕える場

所や ， 家族の ス タ イル が 変 わ れ ば
， 説教黙想 の ス タ イル も変わ る とい うこ とに

な ります 。 しか し
，

どん な環境 の 変化に も順応 で きる力 を
， 召 して くださ っ た

神 は特別 に 備 えて くだ さっ て い る ， と私は信 じて い ます 。

　  収穫 は多い ？

　伝道の 実 り， それ を受洗 者が起 され る こ ととする な らば
，

そ れ は忘れ た 頃に

や っ て くる 出来 事 とい うの が 現実 で す 。 自分 の 使 命 は
， 種 を ま くこ とで あ り，

刈 り取 る こ とで は な い こ と を思 い 知 らされ る 日々 で した 。 しか し
，

そ れ は常 に
，

傲慢 にな る 自分 を
， 神の 御前 に謙虚 に な る よ うに 引き戻 して くれ る 現実で もあ

りま した 。

　それ に 反 して
， 毎 日の 生 活で 収穫する豊作物 とい えば

， 訃報 ， 悩 み相談 ，
と

に か く生 きて い れ ば誰で もが突 き当た る こ とに な る 人生 の 出来事あれ こ れ
， 牧

師 は
， 教 会員 とその 他 ， 教 会 を頼 りに 訪れ る電話 ，

メ ー ル
， 訪問者 一一多 くの 人

生 の ス ク ラ ン ブ ル 発信 を毎 日受けて 過 ご します 。 毎 日が ， 緊急 事態発生で あ り，

特別 な試練の 日々 の よ うな もの なの で す。

　時 に
， 日々 起 こ る 元 気 をそが れ る よ うな 出来事 に

， うん ざ りし
， 何の ため に

牧師に な っ た の か ？　 と考え させ られ る こ とが多々 あ ります 。 しか し ， それ ら

目の 前に 起 こ る 一
つ

一
つ の 出来事に 押 し流 され て は な りませ ん 。 神 は

， 確か に ，
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わた しの 伝道 実践

神 の 国の 働 きの た め に 私を召 して くだ さ っ た … た だ その こ とだ け を
， 信 じて 歩

むの で す 。

　  気 をつ けて い る こ と

　こ れ は ， 説教 ・牧会以 前の こ とな の か も しれ ませ ん が
， 衣 食住 ，

こ れ が常 に

整 っ て い な い と
， 伝道 ， 牧 会は ス ム ー ズ に い きませ ん

。

　 ＊ 食事 の こ と… 伝道牧会 に 追 わ れ る 日 々 を過 ご す と
， まず ， な い が し

　　　　　　　　 ろ に され る の が食 事で す 。 けれ ど も
，

とに か く健康で な い

　　　　　　　　 と伝道牧会はで きませ ん 。 自分 だ けで な く， そ れ は 家族 も

　　　　　　　　 同 じこ とで す 。 また ， 体 の 健康は
， 心 の 健康の 助 け に もな

　 　 　 　 　 　 　 　 ります 。

　　　私 の 実践 ： 「ま ご は や さ し い 」 ＝ ま め
，

ご ま
，

わ か め （海草）， 野

　　　　　　　　菜 ， 魚 ， しい たけ （きの こ 類 ），
い も… 一

日の 食事の 中 に

　　　　　　　　 こ れ らが 必 ずあ る よ うに努め て い ます 。

　 ＊ 睡 眠 の こ と… と に か く寝 る こ と で す 。 疲 れ た ら寝 る の は も ち ろ ん
，

　　　　　　　　悩 ん だ 時 は 寝 ます 。 そ うす る と （精神 の ）病気 に な ら な い

　 　 　 　 　 　 　 　 そ うで す 。

　 ＊ 服 装 の こ と … 礼 拝 は もち ろ ん
， 司式 をす る 時 に は 常 に ガ ウ ン を着用

　　　　　　　　 します 。 女性 は
， 特 に葬儀の 時な ど， 誰が 司式者か わか り

　 　 　 　 　 　 　 　 ませ ん 。

Ill鎌倉泉水教会 での 実践

　　「風 向 きを気 に す れ ば種 は蒔 けない
。 雲行 きを気 にす れ ば刈 り入 れ は で き

　　ない
。

…朝 ， 種を蒔け ， 夜 に も手を休め る な 。 実 を結ぶ の は あ れ か こ れ か

　　そ れ とも両方 なの か ， 分 か らな い の だ か ら。 」　 コ ヘ レ トの 言葉 10 ：4， 6

  教会の 現 実〜 教会の 外 に ある こ と〜

　仕 えて 8 年目 とな る鎌倉泉水教会は
， 神社仏閣の 多い （神社54

， 寺114）歴

史あ る観光地鎌倉の 東 の 端 に位 置 して い ます 。 駅 か ら遠 く ， 市外か ら市街地 へ

の 道路 は限 られ
， 休 日や 神社仏 閣の 行事，

イベ ン トな どで 年中渋 滞 します 。 鎌
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倉市 は
， 東京 の 通 勤 圏 で は お そ ら く最 も高 齢 者 の 多い 町 で し ょ う 。 人 ロ

171
，
512

， 世帯70
，
286

，
65歳以上40

，
884 （23 ，

7％ ）。 そ して教 会が位置す る旧鎌

倉地域 の 人 口 46
，
518

， 世帯19
，
383 ， 65歳以 上 12

，
778 （26，

9％）で
， 市 内で も最

も高齢者の 多い 地域 とな っ て い ます 。

　鎌倉市は
， 神社仏 閣の 町で あ りなが ら， キ リ ス ト教 会 も非常 に多くあ ります。

カ トリッ ク， プ ロ テ ス タ ン ト諸派17教会， そ の 内 ， 日本基督教 団所属が 5 教

会で す 。 鎌倉泉水教 会以外の 教 団の 教会は
，

い ずれ も駅 か ら徒歩 圏に あ り， 現

住倍餐会員130〜700名 とい う大教会で す。

　ま た
， 町の 中心 か ら鎌 倉泉水教 会へ と続 く主 要道路 沿い に は

，
モ ル モ ン 教 会

や エ ホバ の 証 人 な どが
， 近年会堂 を構 え ， 活発 に伝道活動を行 っ て い ます 。

　その よ うな中で
， 鎌 倉泉水教 会は ， 他の 教会に な い 悪条件の 立 地 を与え られ

て い る の か もしれ ませ んが
，

しか し， そ の 分特別 な伝道 の 使命 を与えられ て い

る よ うに 思 い ます 。 鎌倉泉水教 会か ら徒歩圏 に は約 1万 人が居住 して い ますが ，

当教 会 の 会 員 は まだ 50 名 に満 た な い の で す。 キ リス ト者率 を 1 ％ と して も ，

あ と50名 は ま だ伝 道 され て い な い こ とに な ります 。 まずは
， そ の 50人 を目標

に伝道 して い ます 。 （もちろ ん
，

そ の 先 も目指 し ます ！）

　 〜教会 の 中 の こ と〜

　05年10月現在 ， 会員の 平均年齢65 ，
8 歳の 高齢教会です。 小児会員が あ りま

せ ん （教 会の 全歴 史で 幼児受洗 1 ）。 会員 の 出入 りが 多い よ うに 思 い ます （設

立時27
， 受洗38

， 転入66 ， 召天33 ， 転出33）。 隠退 （初代 ）牧師が 常時礼拝出

席 され て い ま した （05年 9 月迄）。

　以下 は ， 赴任 して 来た当初 の 感想 をそ の まま述べ て み ます 。

こ の 地 で 伝道 開始 して 50年近 くに な りますが
， 地域 に教 会の 存在が あ ま り知 ら

れ て い ませ ん で した 。 週報以外の 印刷物が あ りませ んで した 。 個 人の 信仰 の 意

識 は高い の で す が
， 神の 民， 神の 群 れ とい う意識 は あ ま りない よ うに思 い ま し

た 。 信徒の 証の 機会が あ りませ ん で した 。 聖書 は
，

一
書 ご と

，
また 全巻 を読 ま

な けれ ば な らな い とい う強い 信仰 は あ りますが ， 礼拝は 説教 に集中 し， 聖礼典

の 意義が 見 出 され て い な い よ うに 感 じ られ ま した 。 週 日 と聖 日の 分離 とい うの

122

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Tokyo Union Theological Seminary

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlon 　Theologloal 　Semlnary

わた しの 伝道実践

で しょ うか
，

日曜 日か ら 日曜 日へ
， 遣 わ され て 帰 っ て くる

，
とい う感覚が あ ま

りない よ うに 思 い ま した 。 教 会の 各組織が上手 く機能 し合 っ て い な い よ うに 思

い ま した 。 「式」 「組織」 「規 則」 な どの 言葉 に教 会員の 抵抗 を感 じま した 。

　  実践 した こ と （新 し く始 め た こ と）

  で 述べ た現状 ， 感 じた こ とな どか ら
，

下 記の こ と を実践 しま した の で
， 参

考まで に挙げて み ます 。 既 に失 敗に 終わ っ た もの もあ ります し ， 続 い て い る も

の もあ ります 。

《宣伝 ， 公告 関係 》

　 ・教会案内作成 ・配布

も字 が読 め る 大 き さに）　 ・バ ス 車内 ア ナ ウ ン ス 公 告 （1 年 だけ）

告 （ク リス マ ス ）　 ・ホ
ー ム ペ ー

ジ開設 ・庭 に 4m の ト字架建立

の ボ ス テ ィ ン グ

・看板 を 8 倍の 大きさに した
。 （バ ス が走 っ て い て

・ぱ ど公

・チ ラ シ

《集会関係 》

　
・第 3 主 日伝 道礼 拝 （主題 説教）

年3回）　 ・CS教師合同研修会 （年 1 回 ， 鎌倉教 会 ・片瀬教 会）

期学 校 （鎌 倉教 会）

・聖 書 輪読 会 （週 1）　 ・家庭 集会 （月 1 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・全 家族 礼 拝 （CS と合同 の 主 日礼拝 ，

　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　　 　 　 　 ・CS 合同 夏

　　　　　　　　　 ・コ イ ノ ニ ア （月 1 回 ， 学 び
， 祈 り， 交 わ りな どの 会 ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・オ ル ガ ン レ ッ ス ン （隔 月）

・路傍伝道 （中心 は信徒 の 腹話術 と紙芝居 ， 公共の 場2箇 所 ， 各月 1 回）

《読み 物 ， 刊行物 な ど 》

　
・教 会報発 行 （年 2 〜 3 回）　 ・GS通信発行 （毎月）　 ・伝道礼拝メ ッ セ

ー ジ リー
フ レ ッ ト発行 （伝道礼拝実施後）　 ・葬儀 ハ ン ドブ ッ ク作成 ， 発行

《その 他 》

　
・牧会 ア ン ケ ー

ト実施　 ・教 会員の 自宅訪 問　 ・教 会員 の 記念 日カ ー ド発送

（誕生 日 ， 受洗記念 日）　 ・年度主題 を 設 け る　 ・祈 りの 課題 （通 年 ， 週 毎）

を週 報に 掲載　・役員， CS 教 師の 任 職式　 ・役 員 会 冒頭で 各会報告　 ・葬儀
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に 関す る備 え （遣言）　 ・CS 出席 回賞制度　 ・新来者 に お礼状　
・
来会 者

（業者 ，
セ ー ル ス

，
工 事 ， 庭師… な ど も全て ）に は ，必ずお土産 （教会の 印刷物）

・夏期伝道実習神学生 受け入 れ 　 ・通年神学生 支援 （計画 中）

  こ れ ま で を振 り返 っ て

　7 年半の 問に ， 受洗者 6 名 ， 召天 者 8 名 （05年含 む）， 葬儀10回 ，
しか し結

婚式 0 回で す 。 高齢教会で
， す ぐに青年伝道 を実践 ， 軌道に 乗せ る こ とは難 し

い とい うこ とが よ く分 か りま した 。 む しろ 差 し迫 っ た課題 は ， 高齢者伝道 なの

で す 。 若者 よ り， 高齢者 の 方が 自分の 救い の 問題 が 切 迫 して い ます 。 現 在は
，

葬儀 ＝ 伝 道礼 拝 ， しか も， 宣伝 しな くて も大勢 の 求道者が集 っ て くれ る大伝道

集会 と して 捉 え
，

こ れ を最大限 に 用い て い ます 。 しか し ， 葬儀 は準備で きませ

ん 。 説教 者の 実力が 問わ れ る 時で もあ りますが
， 普段 よ り会衆は 良 く聞い て く

れ る気 が します 。
こ の チ ャ ン ス に福 音 の 核心 と確信 を大胆 に 語 ります。 （い い

話は必要な い の で す。 そ の 人 の 救い を本気で 望み ， 本気で 確信 して 語 る こ とで

す 。 ） また
， 教 会員が 死 と葬儀 に備 える こ とは

， 家族 に 教 会 の 話をす る ＝ 伝道

す る チ ャ ン ス とな ります。 そ して 教会員が 死に備える こ とな しに
， 葬儀が信仰

の 証 し とな り， 伝道の 場 とな る こ とは な い の で す 。 そ こ で も伝 道 は
， 牧師だけ

で も信徒 だ けで も行えない
，

“

教会の 業
”

で ある こ とを知 らされ ま した 。

　また
， 教 会の 伝道方 法の 大 きな変更 として 特記すべ きは

， 著名な信仰者を招

い て の 伝道集会を廃止 した とい うこ とで す 。
こ れ は大 きな決断 だ っ た と思 い ま

す 。 「伝道 は 自力 で 」 を基 本 に
， 普段の 教 会 と全 く違 う雰囲気 ， 人 ， 内容 の 集

会で は な く ， 「自分 も受けた こ と を あ な たが た に 伝える」 の 信仰で
，

こ の 教 会

に集う
一

人
一

人が 証 し し伝道す る こ とを目指 して い ます 。 毎 月第 3 主 日 を伝道

礼拝 とし ， 外部説教 者で は な く， 主任 牧師が 説教 し
，

さ らに そ の メ ッ セ ー ジ を

ホ ー
ム ペ ー ジ掲載 とパ ン フ レ ッ トに し

， 文書伝 道す る形 で 続 け て い ます 。 こ れ

まで ， 信徒の 証 しと して 実現 した集会は
，
40周年の 讃美礼拝の み で すが ， 今後

もこ の 基本姿勢 は 変えませ ん 。

　 こ の教 会は
， 歴 史の 大半 を女性教 職 に よ っ て 牧会 され

， 形成 され た教会 で す 。

その 成長 を数字で 見る 限 りにお い て は
， あ ま り大 きな成長 は あ りませ ん 。 受洗
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わ た しの 伝道実践

者 とほ ぼ 同 じだ けの 召天者が あ り， その 分多数の 転入 会者に よ っ て
， 現状 を維

持 して い ます 。 それ だ け ，
こ の 地で の 伝道が 困難で ある とい う証 しで し ょ うか 。

女性教職 の 限界な の で し ょ うか ？　 しか し私は
，

む しろ それ は
， まだ こ ち らに

努力す る余地が残 されて い る とい うこ とと受け留め て い ます。

与 え られ た環 境 と賜物 と を賢 く用い て い けば， まだ ま だ こ の 教 会の 伝道は前進

す る可能性 が あ る と信 じて い ます。

　最後 に
， 伝 道者 が一

番苦悩す る 「説教」 に つ い て
，

こ れ まで 私 が感 じて い る

こ と を
一

言述べ た い と思 い ます 。 私 に は 「説教 と牧会なの か ？」 「説教 に よ る

牧会な の か ？」 とい う問い が あ りま した 。 今は
，

む しろ 「牧 会に よる 説教 」 と

表現する の が ピ タ リ と くる よ うに思 い ます 。 牧師は御言葉 を語 る ＝ 説教 す る た

め に 遣 わ され て い ます 。 しか し ， そ れ は説教 を聞 く者 と語 る 者 との 生 活 を離れ

て は実現 し ませ ん 。 説教 とは
， 信徒の 生 活 と牧師の 生 活 との 中で 営 まれ

， 育ま

れ る週 ご とに 新 しくな され る神の 御業の よ うに思 うの で す。

　こ の つ た な き奉仕の 記録が
， 少 しで も将来の 女性 教職 の 歩 み の 力添 えとなれ

ば
， 幸い に 思 い ます。

　こ の 機会 をお与 え下 さ っ た 東京神学大学 に感謝 します 。 そ して
，

こ ん な私 を

召 して くだ さる主 な る神 に心 か ら感謝 をさ さげ ， 御名を ほ め た た え ます 。

　鎌倉 泉水教会

1955年 2月20 日

1957年 5月 4 日

1960年 8月 13 日

　 〃　 6月

　 〃 　 10月29 日

1962年 3月25 日

略年表

鎌倉教会の 浄明寺地域 に お ける 第 1 回伝 道集会が平江 家 にお

い て 開か れ る 。 以 後 ， 平江家 で 定期 集会。

み ちる幼稚園 を借 りて 浄明寺土曜 学校 を開校 。

銀座教 会の
一

信徒 の 献金 に よ り， 現在の 土 地 を与え られ る 。

同者 よ り， 旧家屋 を奉献 され移築 。

鎌倉教会の 浄明寺伝道所 と して 第 1 回聖 日礼拝 ， な らび に献

堂式 を挙行 。

鎌 倉教 会総 会に て
， 浄 明寺伝道 所の 独立 を決定 し ， 分籍式
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1962年 4月　8日

1963年 1月27 日

1981年 4月19日

1984年 7月22日

1991 年 3月31日

　 〃　 4月 1日

　 〃 　 11月

1993 年 2 月27 日

　 ・t　 3月28日

　 〃　 8月22 日

1994年 9月25 日

1996 年 3月24 日

　 〃　 4月 1日

1997 年 3月27 日

1998年 4月 1日

2 01年 2月24日

　 〃　 3月 4日

　 ・
・　 4月

2003 年 1月27日

　 〃 　 3月

　 〃 　 5月

　 〃　 9月

2005年 9月

を執行 。 27 名が 移籍 。

伝 道所第1回教会総会 。 「鎌倉泉水教会」設立 を決議 。

「鎌倉泉水教 会」 と して 第2種教 会設立 式お よび 初代主任

担 任教 師 ・森和子 牧師就任式

鎌倉霊 園内 に教 会墓 地 を購 入 。 墓地完 成礼 拝 を捧げる 。

新会堂 を献堂

森和子牧師退任 （そ の 後 も鎌倉在住で 礼拝 出席 され る）

第二 代 ・山崎正幸牧師着任

山崎正幸牧師　横須賀 h町教会代務者 に就任

　　 〃 　　　 教区書記 に 選 任 され る

定期教 会総 会 に て 礼拝式順 変更　主の 祈 りと交読詩編の 位置

を逆 に し ， 聖餐式の あ る礼拝 に 限 り， 教 団信仰告 白を説

　 教前 に入 れ る 。

三 十年史発行

集会室お よ び牧師館 （2階）を新築 ・奉献

山崎正幸牧師退任

第三代 ・富 田頴子牧師着任

富田頴子牧師退任　以後1年間無牧

第四代 ・篠 田真紀子伝道師着任

　　　 〃　　　　　 正 教師按手受領

　　　 〃　　　　　牧師に よ る最初の 聖餐式

　　　 ク　　　　 聖和学院 （逗子 ）聖 書科非常勤講師就任

創立 40周年

篠田真紀子牧師　聖和学院聖書科非常勤講師退任

　　　 〃　　　　産休 に 入 る

　　　 〃 　　　 復帰

森和子牧師故郷 へ お帰 りに な る 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （しの だ 　ま きこ ）
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